
図のように球形陽極の中心にグリッド状の球形陰極を設置し、電
極間の放電によってできたイオンを電界により中心に収束させ、
イオンビーム同士を衝突させて核融合反応を得る。�
その際、以下の反応により高エネルギーの中性子が発生する。�

高出力中性子源�

準臨界運転炉�

がん治療�

月面土壌探査�

鉱床探査装置�

熱中性子集中装置�

非破壊検査�

同位体活性化陽子源�

可搬型分析装置�

地雷探知�

爆発物検査�

生体材料分析�

放射線量測定装置の較正�

教育用実験装置�

１. 小型（可搬性がある）�
２. “オン/オフ”が可能（取り扱いが容易）�
３. 中性子線強度が可変（短パルス・繰り返し動作が可能）�
４. 中性子線の強度が時間的に減衰しない�
５. 中性子のエネルギーが単一�
６. 陽子源としても使用可能�

地雷(爆薬)に含まれるH、Nと中性子線の反応により、地雷の有無
と種類を同定�

可搬型核融合中性子源の開発�

核融合中性子源の原理�

核融合中性子源の特徴�

中性子線を使った地雷探知�

関連特許�

中性子源の応用分野�
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D + D 3He (0.82 MeV) + n (2.45 MeV).......50%
T (1.01 MeV) + p (3.03 MeV)...........50%
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核融合中性子源�
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 出願番号 出願日 名称�

 特願２００３－１０１４０７ ２００３/４/４ 核融合中性子源�

中性子捕獲γ線  後方散乱中性子線 �
 H(n,γ)反応 …  ２.２２MeV  H(n,n')反応�
 N(n,γ)反応 …  １０.８３MeV


